








































































第 l 章，第 2 章は定常運動をしている非振動液滴についての研究結果で，前者ではレイノルズ数20
以下の領域を理論的に取扱い，後者ではレイノルズ数40~1200の領域を実験的に解明し，いずれも今ま
でにない良好な関係式を得ている。第 3 章は自由振動を伴って定常運動をしている液滴についての研
究で，その実験結果を新しく導入した修正レイノルズ数を用いてまとめ，工学的に有用な相関式をえ
ている。
これらの成果は，液液抽出操作の基礎研究として新しい知見を数多く与えてわり，化学工学の発展
に寄与するところが少なくない。よって本論文は博士論文の価値あるものと認める。
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